
●海水浴場の御用邸

ブライトンはロンドンから南に鉄道で1時間，イ

ギリスとフランスとの海峡に面した海水浴場であ

る。18世紀，ここで世界初の海水浴が行われた。

元来，海水浴は医療と健康改善のためであった。

その海水浴を推奨した医者の本を，ときの皇太子

（後にジョージⅣ世）が見て，行ってみようと言い

出した。皇太子がはじめにブライトンを訪れたの

は1783年。このときはおじの家に泊まったらしい。

皇室から逃げ出した皇太子はブライトンがお気に

入りになる。皇族が移動し滞在するというのは大

変なことである。漁村のような街であったブライ

トンには，皇太子滞在用の御用邸がつくられるこ

とになったのである*1。

御用邸は1787年につくられた。2階建のカントリ

ーハウスで中央に古典主義の円形平面のホール

（ロトンダ）が目立つものの穏当なものであった。

ところが1815年，摂政であった皇太子はお気に入

りの建築家に両翼を増築させる。これが中央より

高く，インド・イスラム様式のすこぶる奇妙なも

のであった。その後，国王戴冠後の1823年まで改

築が加えられ，とうとう中央のロトンダの上にタ

マネギ形のドームを載せるに至った。内部もイン

ドや中国風のおかしな装飾で埋め尽くされた。こ

れがブライトンのロイヤル・パヴィリオンである。

建築家はジョン・ナッシュ。いったいなぜこんな

奇妙な建物がつくられることになったのだろうか。

●19世紀の様式

唐突だが，日本の明治時代に建てられた洋館の

デザインを言うとき，様式という言葉が使われる。

東宮御所はバロック様式，京都府庁舎はルネサン

ス様式，大阪の中之島図書館はギリシア・ローマ

の古典主義様式，学校や教会にはゴシック様式が

多く，さらには東京駅は古典主義とレンガを組み

合わせたヴィクトリア様式とか，下見板張りの古

典主義はフェデラル様式とかいった具合である。

これがややこしい。美術史を知っている人などは

かえって混乱してしまう。なぜならゴシックは13

世紀の，ルネサンスは15世紀の，バロックは17世

紀の様式だと教えられている。こういう場合の様

式とは，ある時代，地域に特有の考え方が具体化

したかたち，のことだから，これらがすべて19世

紀の日本で実現するのは不可解なことである。こ

のことを理解するには日本に西洋建築が入ってき

たときの欧米の状況を知る必要がある。遡って考

えてみよう。

日本で初めて西洋建築を教育したのはジョサイ

ア・コンドルというイギリス人である。この人は

1852年生まれ，ロンドン大学などで学び，建築家

ウィリアム・バージェスの事務所で働いた後，
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